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1 概要 

1.1 目的 

「常磐公園改修事業基本計画」において示された河川空間整備事業の実施にあたり，生態系調

査の結果を踏まえ，将来の樹木の生長を見据えた配置バランスを考慮した植栽によって堤防の緩

傾斜化後の緑の景観復元を図ることを目的とし，さらに園内全体も含めた今後の維持管理の考え

方を示すため，本植栽計画を策定しました。 

 

1.2 対象箇所 

本計画は，常磐公園全体を対象としています。そのうち具体的な植栽箇所は，園内の北東の堤

防に面した場所に位置する，緩斜面化整備範囲を対象としています。 

 

 

図 1 検討範囲 

 

 

図 2 植栽検討箇所の状況 

売店 

↓石狩川 

ボート乗り場 

千鳥ヶ池 

植栽箇所 

出典：（公財）旭川市公園緑地協会ウェブサイト
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1.3 事業概要 

植栽検討箇所では，堤防の緩斜面化により河川空

間の課題の解決を図り，まちづくり，河川改修と一

体となった公園整備を進めています。 

具体的には，賑わいのある水辺空間を創出するた

め，天端を拡幅し堤防上に休憩施設を設置するほ

か，イベント等にも利用可能なオープンスペースを

確保します。また，階段やバリアフリーに対応した

スロープを整備し動線を強化して河川空間との一

体化を図り，安全性や利便性を向上します。 

 

 

 

 

 

 

図 3 整備概要 

  

出典：「旭川市かわまちづくり」（旭川市，2009）
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(3) 常磐公園の緑の計画（H24.8） 

公園の重要な要素である樹木について，その現状と課題を明確にし，『緑を守り育てる』をテー

マとして，次に示す基本方針のもと，将来における緑の量の確保や質の向上などの緑のあり方と

方向性を示す「緑の計画」を策定し，「常磐公園改修事業基本計画」の一つの柱としています。 

 

●目的 

・「常磐公園の緑の計画」は，公園の重要な要素である樹木について，そのあり方と方向性を示

し，計画的な更新や適切な維持管理を行っていくための計画です。常磐公園がこれからも変わ

らず市民の憩いと安らぎの場所であり続けるためには，今後どう対処していくべきか次の100
年を見据えながら考えていかなければなりません。 

●緑の維持管理の現状 

・以前は，早期に都市の緑を増やそうという考えが強く，生長の早い樹種を好んで植樹してきま

したが，現在はこうした樹木が維持管理の困難な高さまで生長していたり，密植状態となり良

好な生育環境にないため，今後は，こうした事実を深く受け止めながら，将来的な維持管理を

見据えた計画的な植栽への転換を進めております。 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

●堤防付近の樹木状況 

・平成23年度に実施した立木調査では，常磐公園内には85種2651本の樹木が生育していることが

わかりました。そのうち，公園樹木として良好な状態にない樹木は426本で，283本が堤防付近

に生育していることがわかりました。堤防付近の樹木は，公園区域と河川区域の管理体制の違

いもあり，良好な状態にないといえます。 

●堤防付近における緑の考え方 

・現状，公園内で最も多くの問題を抱える区域であり，健康な状態への更新が必要となります。

今後の更新としては，現状最も本数の多いエゾヤマザクラの状態が悪いことや早生樹種で外来

種のハリエンジュが多くを占めていることから，かつての桜並木の復元や河川に近接した空間

を活かし，地理，地形的に適した郷土種を中心に計画的更新による世代交代を図っていきます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

●緑の基本方針 

・安全性の観点から，危険木を処分した後，後継木を育成し，バランスに配慮しながら修景のた

めの更新木を植栽していくといった緑の更新と適切な維持管理が必要となります。 

・快適性の観点から，郷土を代表する多種多様な樹木が生い茂る中，木陰でくつろぎ，四季の移

ろいを感じ，安らぐことができるように，適切な維持管理が必要となります 

・景観の観点から，現況の樹種を活かし，計画的な後継樹の植栽による，時間をかけた更新と適

切な樹木の維持管理を行っていくことが必要となります。 

・生態系の観点から，計画的な更新を進め，樹木の大きさを考慮した適切な配置とするほか，寿

命の長い樹種や，生物に配慮した郷土樹種を選定するなど，多様な樹林構造の創出を目指しま

す。 
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基本方針を踏まえ，次の具体的な「樹木の選定と配置に関する8つの方針」に従い，将来に都市

公園としての質の高い緑が確保されるよう緑の更新，維持管理を進めていくこととしています。 

 

《樹種の選定と配置に関する方針》 

 

＜樹種の選定に関して＞ 

①旭川として誇れる風景を創出するため，現況の樹種を土台に北海道や旭川市周辺の環境に適

した多様な郷土樹種とします。（景観・生態系） 
 
②四季を通じて楽しむことのできる花木，紅葉木，常緑樹など，開花・紅葉時期，さらには冬

季にも配慮した樹種とします。（景観・生態系） 
 
③生きものや景観に配慮した多様な樹種とすると共に，老朽や衰退の早い樹種だけでなく，森

林としての寿命のバランスが上手くとれるような樹種とします。（安全性・景観・生態系）

 
＜樹木の配置に関して＞ 

④不要な密植を避け，日照や通風を良くし，植物が生長できる空間が確保できるような配置と

します。（安全性・快適性） 
 
⑤利用状況に合わせて，死角や暗がりができないような防犯面に配慮した配置とします。（安

全性） 
 
⑥現況の樹種構成を生かしながら，樹種に合わせた適正な樹木の間隔で配置します。（安全性・

快適性） 
 

＜樹種の選定，樹木の配置に関して＞ 

⑦花粉，綿毛，日照障害など，近隣への影響や迷惑を与えないことを配慮した樹種や配置とし

ます。（快適性） 
 
⑧枯れ枝の処理などが困難な高木は，生態系や景観，管理面を考慮し，樹林のアクセントとし

て配置します。（安全性，景観，生態系） 
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2 設計条件

保全すべ

す。 

に危険木は

将来的には

め，将来的

の要因とな

おり，将来

辺地域の集

きに常磐公

ン④ー2を

の整理 



2.2 緩斜

緩斜

る方針

います

 

■平面

 

 

 

 

 

 

■横断

 

 

 

生
て

A' 

斜面化整備

斜面化整備の

針としており

す。 

面図 

断図 

生物の逃げ場と
て樹木を残置 

あずまや

備後の状況 

の計画平面図

り，導入樹木

項目 
保全木 
移植木 
更新木 

とし

やの設置 

案

図は，図 5に

木は，表 1に示

図 5

通気対策

公園外に

新たに購

 

ス

案内サインの設

8 

に示すとおり

示す3区分に

緩斜面化整

表 1 導入樹

策を施し現状の

仮移植し，造

購入苗，育苗苗

芝地を主
便性のある

治水堤

A

A'

スロープ

設置

です。。現況

に分けて整理

整備計画図 

樹木 

内容 

の位置で保全

造成後に戻す

苗を植栽する

緩斜面

体とした利
るスペース 

堤防上に影響す

※常磐公園改

盛土

況樹木は，移

理され，造成後

全する樹木 

す樹木 

る樹木 

面盛土範囲（植

するライン

車いす

改修事業基本計画

移植または極

後の導入が検

植栽可能エリア

も通行可能な

画策定時の設定 

2 設計条件

極力保全す

検討されて

ア） 

スロープ

A

の整理 



2 設計条件の整理 
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2.3 動植物 

平成25年9月より平成26年8月まで一年間実施した生態系調査により，次のとおりの動植物が確

認されました。 

 

(1) 動物 

哺乳類：公園全体では，5種（ヤマコウモリ，エゾリス，エゾヤチネズミ，エゾアカネズミ，キ

タキツネ）が確認されています。また，夜間調査においては，樹洞を利用するヤマコウモリが

確認されています。植栽箇所では確認されていません。 
 

鳥類：公園全体では，63種が確認されています。トビやハシブトガラス等の繁殖が確認されてい

ます。植栽箇所では，ヤチダモやドロノキ等の樹木でキツツキ穴が確認されたほか，樹洞によ

るコムクドリの営巣やハシブトガラスの営巣木が確認されています。 
 

爬虫類：公園全体では，外来種2種（クサガメ，ミシシッピアカミミガメ）が確認されています。

植栽箇所では確認されていません。 
 

両生類：公園全体では，2種（ニホンアマガエル，エゾアカガエル）が確認されています。植栽

箇所では確認されていません。 
 

魚類等：公園全体では，4種の魚類，2種の甲殻類・貝類，合わせて6種が確認されています。捕

獲された魚類の大半がモツゴでした。 
 

昆虫類等：公園全体では，489種が確認されています。植栽箇所では276種が確認されています。

外来種としては，特定外来生物のセイヨウオオマルハナバチが確認されています。 

 

ヤマコウモリ オジロワシ マガモ シジュウカラ 

クサガメ ミシシッピアカミミガメ エゾアカガエル モツゴ 

ドジョウ エゾシロチョウ モンキチョウ セイヨウオオマルハナバチ

図 6 公園全体で確認した主な動物の写真 



(2) 植物

植物相

要種

いま

 

植生・

創出

ラ，

ネグ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典

  

  

  

物 

相：公園全体

種はフクジュ

ます。フクジ

・樹木：樹高

出しています

イタヤカエ

グンドカエデ

  

典：「常磐公園の

 生態系調査

 「常磐公園

 （旭川市，

体では，361種

ュソウ約100株

ジュソウは，

高20～30mの樹

す。主な樹木

デ，ハルニレ

デとなってい

     

フクジュソ

図

の緑の計画」（旭

査第6回ワークシ

園 自然環境調査結

2014）より作成

種が確認され

株を，外来種

植栽の可能

樹木が樹林空

木は，エゾヤマ

レ，ハリエン

います。 

      

ウ 

図 8 公園全

 

旭川市，2012），

ョップ資料 

結果」 

成 

10 

れています。

種は，特定外

能性があると

空間を

マザク

ンジュ，

     

クロユリ

全体で確認し

植栽箇所で

外来生物オオ

されています

    

リ 

た主な植物の

では239種が確

オハンゴンソ

す。 

 図 7 植生

オオハンゴ

の写真 

確認されてい

ソウ130株が確

生断面図 

ゴンソウ 

2 設計条件

います。重

確認されて

の整理 



(3) 樹木

植栽

樹木は

も多く

デ，ハ

が多い

園内

クラ，

ハルニ

植栽

ゾーン

（構成

次いで

カンバ

クラ，

 

エゾヤマ
ハルニレ
イチイ 
ニオイヒ
ハリエン
イタヤカ
オオバボ
ハウチワ
ミズキ 
モミジ 
ヤマグワ
キタコブ

※青字は

 

木 

栽箇所に生育

は，エゾヤマ

く，次いでイ

ハリエンジュ

いです。 

内全体では，

イチイ，イタ

ニレが多いで

栽箇所に隣接

ンでは，エゾ

成比30％前後

で，イタヤカ

バ，ハルニレ

イチイが多

ゾーン6-2（

種名 

マザクラ 
レ 

ヒバ 
ンジュ 
カエデ 
ボダイジュ 
ワカエデ 

ワ 
ブシ 

は旭川における外

育している

マザクラが最

イタヤカエ

ュ，ハルニレ

エゾヤマザ

タヤカエデ，

です。 

接している

ゾヤマザクラ

後）が多く，

カエデやシラ

レ，ミヤマザ

多いです。 

隣接） 

形態 
構成
比

（%

落広 
落広 
常針 
常針 
落広 
落広 
落広 
落広 
落広 
落広 
落広 
落広 

27
11
10
6
6
5
3
3
3
3
3
2

外来種 

表 2

最 種

エゾヤマ
イチイ
イタヤカ
ハルニレ
モミジ
ヨーロッ
ナナカマ
ニオイヒ
マユミ
ハリエン
イチョウ
ツリバナ
ヨーロッ
ヨーロッ
ポプラ

ゾ

成
比 
） 

種

.1 

.6 

.9 

.2 

.2 

.4 

.1 

.1 

.1 

.1 

.1 

.3 

エゾヤマ
イタヤカ
シダレヤ
ハウチワ
ハルニレ
サワラ
ナナカマ
イチイ
イヌエン
ヨーロッ
キササゲ
ヤチダモ

図
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主要樹種の

園内全体

種名 

マザクラ 

カエデ 
レ 

ッパアカマツ
マド 
バ 

ンジュ 
ウ 
ナ 
ッパトウヒ 
ッパクロマツ

ゾーン5-1（隣

種名 

マザクラ 
カエデ 
ヤナギ 
ワカエデ 
レ 

マド 

ンジュ 
ッパアカマツ
ゲ 
モ 

図 9 周辺ゾ

植

本数構成比

体 

形態
構成
比

（%）

落広
常針
落広
落広
落広
常針
落広
常針
落広
落広
落針
落広
常針
常針
落広

15.
9.
9.
6.
4.
4.
3.
3.
3.
2.
2.
1.
1.
1.
1.

隣接） 

形態
構成
比

（%）

落広
落広
落広
落広
落広
常針
落広
常針
落広
常針
落広
落広

36.6
29.3
7.3
7.3
6.1
4.9
2.4
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2

ゾーン

植栽箇所

ゾー

成
種

8
7
4
1
9
4
7
1
0
6
2
9
8
6
6

エゾヤマザ
イタヤカエ
ハリエンジ
ハルニレ 
ネグンドカ
スモモ 
ナナカマ
ヤマグワ 
ドロノキ 
ヨーロッパ
サクランボ
ハシドイ 
ポプラ 
ミヤマザク
オニグルミ
ミズナラ 
ヤチダモ 

ゾ

成
種

6
3

4

エゾヤマザ
シラカンバ
ミヤマザク
イヌエンジ
ハウチワカ
ハシドイ 

ーン6-1（植栽

種名 

ザクラ 
エデ 
ジュ 

カエデ 

ド 

パアカマツ 
ボ 

クラ 
ミ 

ゾーン5-5（隣

種名 

ザクラ 
バ 
クラ 
ジュ 
カエデ 

2 設計条件

栽箇所） 

形態
構成
比

（%）

落広
落広
落広
落広
落広
落広
落広
落広
落広
常針
落広
落広
落広
落広
落広
落広
落広

22.1
8.7
8.4
8.4
7.8
5.4
3.9
3.6
3.0
2.1
2.1
2.1
2.1
2.1
1.5
1.5
1.5

隣接） 

形態
構成
比

（%）

落広
落広
落広
落広
落広
落広

36.4
18.2
18.2
9.1
9.1
9.1

 

 

の整理 

成

1
7
4
4
8
4
9
6
0
1
1
1
1
1
5
5
5

成

4
2
2
1
1
1



3 基本

3.1 テー

上位

周辺と

 

 

3.2 基本

本植

 

■みど

 中低

ま

 あ

み，

 成長

■地域

 移植

的

■動物

 全体

囲

 動物

る

 

常磐

るよう

バラン

やす面

様な樹

 

 

本方針 

ーマ 

位計画や現地

と調和した彩

本方針 

植栽計画の基

どり景観へ

低木を含めた

た，密植を避

ずまや周辺や

，楽しめる空

長の早い樹種

域性の確保

植や新植する

な枯死や伐採

物・生態系

体に動物の食

のみで不足す

物のねぐら等

。ただし，監

磐公園の樹木

う，生長後の

ンス良く選定

面からも，例

樹林構造の創

●全体テ

『百年か

地調査結果等

彩りあふれる

基本方針を次

への配慮 

た多様な樹種

避けて適度な

や園路沿い等

空間とする。

種を混植し，

保 

る樹種は郷土

採を見越して

系への配慮 

食樹や実のな

すると考えら

等の利用があ

監視を継続す

木を更新し，

の樹高や樹冠

定していくこ

例えば，常磐

創出を目指し

テーマ 

かけて育

等の内容を踏

る空間』と設

次のとおり設

種を混植し，

な間隔で植栽

等を中心に，

。 

みどりの早

土種を基本と

て，周辺に更

なる木等を植

られる場合に

あり，同時に

するとともに

将来にわた

冠の大きさ等

ことが重要で

磐公園内には

します。（「

 

育む，周辺

12 

踏まえ，本植

設定します。

設定します。

周辺景観と

栽し，下草

花や紅葉の

早期回復を図

とする。外来

更新木（郷土

植栽して，生

には，公園全

に倒木の危険

に，安全性に

たって，生態

等を考慮した

であり，樹木

は植生してい

「常磐公園の

辺と調和

栽計画の全体

と調和した階

（芝草）が生

の美しい樹種

図る。将来的

来種が混生し

土種）を植栽

生態系に配慮

全体での対応

険性のある大

に配慮して周

系の原点で

適切な配置

に集まる鳥や

ない旭川周辺

緑の計画」

和した彩

体テーマを，

階層構造のあ

生育できる明

種を植栽し，

的な伐採管理

している保全

栽する。 

慮する。生態

応を検討する

大径木は，当

周囲は立入禁

ある樹木の光

とすることや

や昆虫など多

辺の郷土樹種

より） 

彩りあふれ

，『百年かけ

ある樹林を形

明るさを確保

利用者が樹

理も計画する

全木について

態系への配慮

る。 

当面の間は極

禁止等の措置

光合成が良好

や，寿命の長

多様な種類の

種を選定する

れる空間

3 基

けて育む，

 

形成する。

保する。 

樹木に親し

る。 

ては，将来

慮が植栽範

極力保全す

置をとる。 

好に行われ

長い樹種を

の生物を増

るなど，多

間』

本方針 
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4 植栽計画（緩斜面化整備範囲） 

4.1 植栽樹種 

(1) 保全木・移植木 

・保全木の周辺には，高木性樹種の更新木を植栽する。 

・移植木は郷土種のみを使用する。 

植栽箇所では，現況で生育している樹木は極力保全する方針に従い，盛土による影響を緩和す

るため，盛土工事において通気対策を施す等の対策を講じて，表 4に示す21本の樹木を残すこと

としています。保全木周辺には，将来的に世代の更新を行う必要があることを考慮して，高木性

樹種の更新木を植栽します。 

また，移植可能な樹木については，造成後に戻すことを前提に圃場への移植作業を行っていま

す。植栽する移植木の一覧は，表 5に示すとおりです。植栽木は郷土種を使用するとした基本方

針に従い，移植木は郷土種のみを使用することとし，外来種は除外しています。配植の検討にあ

たっては，樹種毎に適所に配置した計画とします。植栽時に，枯損が確認された移植木について

は，代替として新しい樹木を植栽します。 

 

表 3 保全木・移植木の樹種 

樹種区分 保全木 移植木 
針葉樹 イチョウ（外来種） ×2

ヨーロッパアカマツ（外来種） 
サワラ（外来種） ×3
イチイ 

イチイ ×3 

広葉樹 ドロノキ ×3
ハルニレ ×3
カツラ  
エゾヤマザクラ  
イタヤカエデ ×2
ヤチダモ  
スモモ（外来種）  
モミジ  
キササゲ（外来種）  

ミズナラ ×4 
ハルニレ  
ナナカマド ×5 
イタヤカエデ ×3 
ヤチダモ  
ヤマグワ  
ズミ ×2 
ツリバナ ×2 
ハシドイ ×2 

本数 21本 24本 
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表 4 保全木一覧 

 
 

表 5 移植木一覧 

 
  

No. 樹種
径

（cm）
樹高
（m）

備考

1 ドロノキ 77 30 やや斜、3mに腐れ
2 ドロノキ 65 32
3 ドロノキ 77 24 やや斜、5mからやに
4 ヤチダモ 68 24 片枝
5 エゾヤマザクラ 13 5
6 カツラ 68 18
7 スモモ（外来種） 17 6 やや斜、キズ、ゴヒラ
8 ハルニレ 39 20 4mで二股
9 ヨーロッパアカマツ（外来種） 55 14 曲り
10 ハルニレ 57 16 2mで二股
11 ハルニレ 28 12 曲り
12 モミジ 12 7 やや斜、曲がり
13 イタヤカエデ 11 8 やや斜
14 イタヤカエデ 20 10 やや斜、2.5mで二股
15 イチイ 20 6 2mで二股
16 イチョウ（外来種） 36 16 6mで3本立
17 イチョウ（外来種） 75 19 2m割
18 サワラ（外来種） 9 4 やや斜
19 サワラ（外来種） 10 4
20 サワラ（外来種） 2 2
21 キササゲ（外来種） 4 4

No. 樹種
径

（cm）
樹高
（m）

備考

1 イチイ 7
2 イチイ 9
3 イチイ 9
4 ミズナラ 6 4
5 ミズナラ 8 6
6 ミズナラ 15 8 1.7mで二股
7 ミズナラ 14 8
8 ハルニレ 7 6
9 ヤマグワ 13 4 2mで二股、曲り
10 ズミ 24 8 曲り
11 ズミ 20 8 1.4mで二股
12 ナナカマド 13 6
13 ナナカマド 8 6
14 ナナカマド 13 7
15 ナナカマド 16 8
16 ナナカマド 11 7
17 イタヤカエデ 10 5 曲り
18 イタヤカエデ 17 8
19 イタヤカエデ 3 3
20 ツリバナ 1 1.5
21 ツリバナ 1 1.5
22 ヤチダモ 11 7 やや曲り
23 ハシドイ 9 5
24 ハシドイ 4
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(2) 更新木（基調樹種） 

・将来的に林冠を構成する種として，基調となる寿命の長い郷土種を選定する。 

植栽箇所のみどりの骨格を形成する樹種として，トドマツ，ハルニレ，イタヤカエデ，シナノ

キ，ミズナラ等の寿命の長い郷土種を選定しました。 

シラカンバ等生長の早い樹種は，伐採を前提に植栽初期のみどりのボリュームを確保するため

に補助的に用います。ただし，ドロノキ等将来的に大径木となり危険木となる可能性の高い樹種

は，選定しないこととしました。 

 

表 6 植栽樹種（基調樹種）の区分 

樹種区分 郷土種 外来種 

永
続
性
の
長
い
樹
種 

針葉樹 ■◎トドマツ 中 
■◎アカエゾマツ 小 

■○イチョウ（落葉） 大 
 ○チョウセンゴヨウ 大 
 ○ヨーロッパクロマツ 大 
 ◎ヨーロッパアカマツ 中 
 ◎プンゲンストウヒ 小 

広葉樹 ■○ハルニレ 大 
■○ヤチダモ 大 
 △ホオノキ 大 
■◎イタヤカエデ 中 
 ◎オオバボタイジュ 中 
■◎シナノキ 中 
■◎カツラ 中 
■◎ミズナラ 中 

 ○ケヤキ 大 
 △プラタナス 大 

生
長
の
早
い
樹
種 

針葉樹  ■△ヨーロッパトウヒ 大 
 △カラマツ（落葉） 中 

広葉樹 ■△ドロノキ 大 
■△シラカンバ 中 
 △ケヤマハンノキ 中 

 △シダレヤナギ 大 
 △ニセアカシア 大 
 △ポプラ 大 
 △シンジュ 大 
 △ネグンドカエデ 中 

出典：「常磐公園のみどりの計画」（旭川市，2012）より作成 

   「市街地に設置する公園における植栽設計指針」（札幌市，2006）の抜粋 

※■は，植栽樹（保全木，移植木含む）に選定した樹種 
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(3) 更新木（添景樹種） 

・季節の彩りが楽しめるように，花や紅葉の美しい多様な添景樹種を混植する。 

長期間，季節毎に花や実，紅葉が楽しめるように，ナナカマドやカエデ類等の多くの添景樹種

を植栽します。特に，あずまや周辺，階段沿い，スロープの踊り場付近等には，目立つ添景樹種

を選定しました。なお，添景樹種においても郷土種を基本としました。 

園路沿いには，車いす等での来園者が，近くで花や紅葉を楽しめる空間となるように，ツツジ

類等の季節感のある低木を列植します。 

 

表 7 植栽樹種（添景樹種）の区分 

樹種区分 郷土種 外来種 

針葉樹 ■イチイ 中 
 

 ストローブマツ 大 
 メダセコイア 中 
 バンクスマツ 中 
 ニオイヒバ 小 

花 白  ホオノキ 大 
■キタコブシ 中 
■エゾノウワミズザクラ 中 
■ナナカマド 中 
■アズキナシ 中 
■ズミ 中 
■ミズキ 中 
■ハクウンボク 中 
■カンボク 小 
■オオカメノキ 小 
 ノリウツギ 小 
 イボタノキ 低 

 ハリエンジュ 大 
 ハクモクレン 小 
■スモモ 小 
 ヒメリンゴ 小 
 ドウダンツツジ 低 

紅 
（淡紅 
 含む）

■エゾヤマザクラ 中 
■タニウツギ 小 
 ムラサキヤシオ 低 

 サトザクラ 小 
 シダレザクラ 小 
 ウメ 小 

黄 ■イヌエンジュ 中 
■ハシドイ 中 

■キササゲ 中 

紫 ■エゾムラサキツツジ 低  ライラック 小 

紅葉 紅 ■エゾヤマザクラ 中 
■ナナカマド 中 
■アズキナシ 中 
■ヤマモミジ 中 
■ハウチワカエデ 中 
■マユミ 小 
■ツリバナ 小 
■オオカメノキ 小 
■ツツジ類 低 
■ニシキギ 低 

 サトザクラ 小 
 シダレザクラ 小 

黄 ■ヤチダモ 大 
■イタヤカエデ 中 
■シナノキ 中 
 オオバボダイジュ 中 
■ミズナラ 中 
■カツラ 中 
■キハダ 中 
■ヤマグワ 中 

■イチョウ（落葉） 大 
 ポプラ 大 
 ネグンドカエデ 中 

樹皮 ■シラカンバ 中 ヨーロッパアカマツ 中 

出典：「常磐公園みどりの計画」（旭川市，2012）より作成 

   「市街地に設置する公園における植栽設計指針」（札幌市，2006）の抜粋 

※■は，植栽樹（保全木，移植木含む）に選定した樹種 
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(4) 木本生つる植物 

・変化に富んだ階層構造のある樹林を形成するため，つる植物（木本）の導入を図る。 

つる植物には，樹木への登り方によって大きく分けて表 8に示す4つのタイプがあり，タイプに

よっては，樹木に害を与えます。植栽箇所における導入種としては，旭川市周辺に自生し，樹木

に対して加害の無い，ツルアジサイ，イワガラミ，ツルマサキを選定します。 

つる植物は，樹林の多様性を高めるために導入を予定していますが，植栽後の監視により樹木

の成長を妨げている状況が確認された場合には，除去等の対策を講じます。 

 

表 8 つる植物のタイプ 

タイプ 巻き付き 気根 まきひげ 吸盤

登り方 ツル自体が絡みつく 枝から出た気根によ
り付着

巻きひげを絡みつけ
る

巻きひげの先が変形
した吸盤で付着

登るため 
の部位 

ツル自体 

 

気根 巻きひげ 

 

吸盤 

主な樹種 サルナシ，マタタビ，
アケビ類 

ツルマサキ， 
ツルアジサイ

ヤマブドウ， 
ノブドウ

ツタ 
出典：ツル性木本による壁面緑化について－北海道に自生する6樹種による事例－（棚橋，2007） 

 

表 9 道内に生育する主なつる植物（木本） 

種名 常落 タイプ 樹木害 分布 市場性 備考 選定

ツルアジサイ 落葉 気根 なし 自生 ○ 花 ●

イワガラミ 落葉 気根 なし 自生 ○ 花 ●

サルナシ（コクワ） 落葉 巻き付き 有り 自生 ○ 果実 
ミヤママタタビ 落葉 巻き付き 有り 自生 少量 果実 
マタタビ 落葉 巻き付き 有り 自生 少量 果実 
ツルウメモドキ 落葉 巻き付き 有り 自生 ○ 果枝 
ツルマサキ 常緑 気根 なし 自生 少量 果枝 ▲

ヤマブドウ 落葉 巻きひげ 有り 自生 少量 果実 
ノブドウ 落葉 巻きひげ 有り 自生 ○ 緑化 

ツタ 落葉 吸盤 なし 石狩以南  緑化 

キヅタ 常緑 気根 なし 道南  緑化 

ツタウルシ 落葉 気根 なし 自生  かぶれ 
チョウセンゴミシ 落葉 巻き付き 有り 自生 ○ 果実 
マツブサ 落葉 巻き付き 有り 道南  緑化 

ミツバアケビ 落葉 巻き付き 有り 石狩以南  果実 
スイカズラ 落葉 巻き付き 有り 石狩以南  花 

出典：地球環境に優しい道路緑化樹－その植え方と育て方－（斉藤，2010）より作成 

   「平成25年度 北海道の緑化樹木生産状況」（北海道立林業試験場，2014）， 

   北海道緑生会ウェブサイト 樹木在庫情報（2014） 

   雪印種苗ウェブサイト「自然復元関連事業のご案内Online／自生植物種子・苗生産販売【2013年4月現在】」より作成
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(5) 動物の食樹，実のなる木及びねぐら，営巣木 

・動物の餌となる食樹や実のなる木を選定し，生態系に配慮する。 

・動物のねぐらや営巣等の利用がある大径木は，極力保全する。 

選択した樹種は，保全木も含めて配置を検討し，食樹，実のなる木が全体でバランス良く配置

されるようにします。イチイ，カツラ，ヤマグワといった雌雄異株の樹種については，実がなる

ように，雌の苗木を可能な限り選択的に調達します。 

ねぐら等に利用される大径木は，同時に倒木の危険性のあるため，生育期間中は監視を継続す

るとともに，安全性に配慮して周囲は立入禁止等の措置を行います。 

 

表 10 動物の植樹，実のなる木 

部位 樹種 捕食者 
葉 ハルニレ ヒオドシチョウ，カラスシジミ 

サクラ類 エゾシロチョウ 
カエデ類 ミスジチョウ 
シナノキ オオシロシタバ 
ドロノキ オオイチモンジ 

幹・枝 ヤナギ類 カミキリ類 
樹液 ヤナギ類 甲虫類，コムラサキ 

ミズナラ 甲虫類，タテハチョウ類 
タネ 球果 チョウセンゴヨウ，ストローブマツ エゾリス，ネズミ類，鳥類 

堅果 ミズナラ，カシワ エゾリス，ネズミ類，タヌキ，鳥類 
殻果 オニグルミ エゾリス，ネズミ類 
袋果 ホオノキ，キタコブシ 鳥類 
核果 サクラ類，ガマズミ 鳥類 
豆果 イヌエンジュ 鳥類 
ナシ状化 ナナカマド，アズキナシ 鳥類 
蒴果 マユミ，ツリバナ，ニシキギ 鳥類 
集合果 ヤマグワ その他哺乳類 

参考：昆虫の食草・食樹ハンドブック（森上・林，2007），日本産蝶類幼虫食草一覧（仁平，2004）等より作成 

 

表 11 ねぐら・営巣利用の確認した樹種（生態系調査結果より） 

利用動物 樹種 

コウモリ類 ドロノキ 

鳥類 ドロノキ，オノエヤナギ，ハルニレ，エゾヤマザクラ，
イタヤカエデ，ヤチダモ，キササゲ 

出典：生態系調査第6回ワークショップ資料「常磐公園 自然環境調査結果」（旭川市，2014） 

   より作成 
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4.2 導入方法 

(1) 植栽樹木の規格 

・更新木の規格は，高木性樹種は樹高2.0～4.0ｍ，中木性樹種は樹高1.0～2.0ｍ，低木性樹種は

樹高0.5～1.0ｍを基本とする。 

植栽する樹木は，規格が大きくなるほど活着しにくく，植栽時の移植ストレスも大きくなるた

め，植栽後の管理も労力がかかります。早期のみどり景観の回復を図りながら，活着率や費用，

調達のしやすさ等を勘案し，新植する樹木の規格はバランスの取れた規格とします。具体的には

高木性樹種は樹高2.0～4.0ｍ，中木性樹種は樹高1.0～2.0ｍを基本とし，調達状況を勘案して樹

種毎に設定します。また，低木に関しては，同等の規格品質の苗木を入手しやすい樹高0.5～1.0

ｍとします。植栽木の調達にあたっては，樹姿，樹勢の良好な苗を調達します。 

ヤナギ類については，苗木ではなく，周辺の河川において調達した枝からの栄養繁殖による導

入を図ります。 

 

(2) 植生基盤 

・植生基盤は，砂質壌土，壌土，埴壌土とし，必要な土層厚を確保します。 

・盛土の地表面には，改変前にすき取り保管していた表土等を敷設します。 

・盛土の締固めにあたっては，植物が生育可能な土壌硬度（長谷川式土壌貫入計によるS値で1.5

～4.0cm/dorp，山中式土壌硬度計で8～20cm）を確保する。 

・必要に応じて，植穴の埋戻土に土壌改良材を混入し，土壌改良を行う。 

植生基盤厚は，植物の樹高に応じた土層厚（高木性樹種で1.0～1.5ｍ）を確保します。 

盛土の地表面には，改変前にすき取り保管していた表土や園内の落ち葉堆積場跡の土壌等，有

機質に富んだ土壌を敷設し，土壌生態系の早期回復を図ります。 

土壌改良材は，土性の改良が必要な場合に混入することとし，現地土壌の腐植含有率を分析し

た上で土壌改良材の混入量を計算します。土壌改良材は，旭川市内の落ち葉や剪定枝等から生産

した腐葉土を使用します。 

なお，保全木の周辺には盛土の通気対策として，通気層や通気管が敷設されているため，それ

らを避け植生基盤を確保することとします。 

 

(3) 植栽保護工 

・導入する樹高に応じた支柱を設置する。 

・植栽木の周囲には，必要に応じてマルチングを敷設する。 

倒伏や雪害等を避けるため，植栽苗の規格に応じた支柱を設置します。植栽苗が生長し，支柱

が不要となった場合には，シュロ縄の幹への食い込みや支柱と枝とのこすれを避けるため，撤去

を確実に実施します。 

マルチングとは，植栽木周辺の保水，雑草防止等のため，ウッドチップや不織布等の材料で，

根元周辺の植栽基盤を覆うことです。規格の小さな苗木で導入する樹木の周辺には，マルチング

を適切な大きさで敷設します。 

  



4 植栽計画（緩斜面化整備範囲） 

20 

4.3 その他の緑化工 

(1) 法面緑化 

・法面の緑化は，・・。 

法面の緑化は，・・。 

 

表 12 法面緑化手法の比較 

 芝生 在来種草本（道内産） 植生シート（待ち受け型）

内容 芝草種子を吹き付ける。主
に堤防、園地等で用いられ
る。 

道内産在来種の草本種子を
吹き付ける。主に山間等の
緑化に用いられる。 

タネなし植生シート等を敷
設する。主に山間等の緑化
に用いられる。 

導入種 ナガハグサ、ハイウシノケ
グサ等外来種 

オオヨモギ、エゾヌカボ、
ススキ等道内産在来種 

自然侵入 

長所 軟らかく歩きやすい。 
早期に緑化ができる。 

在来種が優占する。 
配合により多様化が図れ
る。 

周囲との調和が図れる。 
多様性が高い。 

短所 外来種が優占する。 
多様性が低く単調となる。 
栄養分の要求量が高い。 

草丈が高い種類が多い。 
茎が立ち歩きにくい。 
品質のバラツキが大きい。 
外来種も侵入してくる。 

定着までの期間、法面侵食
の危険性が高まる。 
堤防周辺だと外来種中心の
草地が成立しやすい。 

コスト 約500円／㎡ 約700～1,200円／㎡ 約1,500円／㎡

イメージ 

 

(2) 自然更新ゾーンの設定 

・自然に進入してきた樹木が，継続して生長を続け，自然な状態で将来的に樹林景観の形成を図

るゾーンを形成します。 

ヤナギ類，シラカンバ，ハルニレなどに代表される風散布型等の種子の広がりにより，自然に

進入・定着した実生が，競合しながら生長し，樹林を形成していく「自然更新ゾーン」を試行的

に設置します。ゾーン内には，鳥の止まり木を設置し鳥散布型樹種の定着も図ります。 

また，ゾーン内の管理は必要最小限としますが，光環境によっては，実生と草本の競合が生じ

る可能性もあることから，特に初期は選択的除草等，定着状況に応じた順応的な管理を行います。 

 

 

  

自然更新イメージ 
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4.5 配植 

(1) 配植の方針 

・高木植栽は，整形式の植栽を避け，自然風な植栽とする。 

・階段や園路沿い，あずまやの周辺は，花や紅葉の美しい低木で彩りをつける。 

・園路の南側には高木を植栽し，園路に木陰をつくる。 

・高木の間に中木の添景樹種（ナナカマド，モミジ等）を混植し，階層構造を形成する。 

・動物の餌となるような食樹や実のなる木を全体に配置する。 

 

(2) 植栽密度 

・園内の生育密度を勘案し，目標密度を200～300本/haとする。（低木を除く） 

開放的で明るく，下草の生育する樹林を形成するため，園内の他のゾーンの生育密度を勘案し，

植栽箇所の目標密度を，現在の生育密度の約半分以下となる200～300本/haとします。 

また，植栽直後には，みどりのボリュームの早期回復を図るため，将来の伐採を前提に早生樹

種（シラカンバ等）を混植するなどして密度調整を行います。 

 

表 13 園内の樹木（中高木）生育密度 

ゾーン 
（正門 
除く） 

緑地面積 
（㎡） 

全数 径21cm以上 

本数 
（本） 

密度 
（本/ha）

本数 
（本） 

密度 
（本/ha） 

全数に対 
する割合 

1 9,610 216 225 129 134 60%

2 14,300 563 394 197 138 35%

3 8,840 181 205 126 143 70%

4 21,130 544 257 254 120 47%

5 10,850 288 265 147 135 51%

6 11,190 603 539 183 164 30%

（6-1）※ 5,660 335 592 91 161 27%

7 1,750 87 497 42 240 48%

8 2,020 105 520 49 243 47%

9 1,910 48 251 10 52 21%

全体 81,600 2,635 323 1,137 139 43%

※緩傾斜整備範囲周辺 

 

(3) 植栽間隔 

・中高木の植栽間隔は，将来的に大きく樹冠が重ならないように，将来的に想定される樹冠の半

径の1/2程度以上の間隔を確保する。 

・園路沿いに列植する低木の植栽間隔は，苗間を1.0ｍとする。 

・つる植物は、保全木の根もとから0.5ｍ離れた位置に植栽する。 

「市街地に設置する公園における植生設計指針」（札幌市，2006）を参考に，将来的に樹冠が

大きく重複する配植は避け，適正な間隔で配植します。 

低木植栽は，苗間を1.0mとし，2～3本毎にまとまった列植とします。 

つる植物は、ハルニレ等の高木の周囲で、根元から0.5ｍ離れた円周上の4方向に植栽します。 
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4.6 植栽イメージ 

【南西から北東方向】 

【北東から南西方向】 

植栽直後 植栽後20～30年後 

図 15 植栽イメージ 
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4.7 植栽スケジュール 

(1) 植栽時期 

・樹木の植栽時期は，植栽適期を勘案し，植物の休眠期である秋季～春季の間に植栽を行う。 

・吹付け工の実施時期は，不適期（9月下旬以降）は避ける。 

植物の植栽適期は，表 15に示すとおりです。植栽時期は，この植栽適期を考慮し，針葉樹は，

9月～10月または3月～4月，落葉樹は11月または3～4月の，成長期である夏季を除いた植物の休眠

期に実施致します。 

 

表 15 植物の移植適期 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

針葉樹 
 

            

落葉樹 
 

            

※1：実践は移植最適期，破線は移植適期。 

※2：網掛けした新芽が傷つきやすい時期，酷暑期，冬季（常緑広葉樹）は避けた方が良い。 

出典：造園実務ハンドブック，造園施工管理技術編，造園植栽術，公園緑化工事の積算等より作成 

 

(2) 植栽工程 

・植栽工事は，平成27年度以降に実施する。 

植栽工事は，表 16に示す工程のとおり実施します。 

 

表 16 植栽工程 

 
平成26年度 平成27年度 

4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 

盛土工事 
 

        

移植工事 
（仮移植） 

        

植栽工事 
 

        

吹付工事 
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5 園内全体の計画 

5.1 基本的な考え方 

常磐公園では，短命の早生樹種が主要部を占めており，それらが寿命を迎え徐々に衰退しつつ

ある状況にあることから，計画的な更新を進めていく必要があります。また，常磐公園には数多

くの種類の樹木があり，そこには昆虫や小動物など，様々な生物が集まってきます。こうした多

様な動植物を身近に感じられることも常磐公園の特徴の一つです。 

計画策定後は，上位計画や本植栽計画で検討した基本方針，生態系調査データ等を踏まえ，園

内全体の生態系への配慮と，緑の計画的な更新・維持管理を実施し，質の高い緑を守り育ててい

きます。 

 

5.2 ブッシュ・水辺ビオトープの形成 

・芝地と比較して豊かな動物相を育むことができる，ブッシュや水辺ビオトープを形成します。 

生態系調査からは，草地周辺や水辺において昆虫類相が豊富であるとの結果が得られています。 

草刈り等の管理を低減することで，特に昆虫類等の生育環境となるブッシュ（草地や低木林）

や水辺ビオトープを，危険木の立入禁止ゾーン等を中心に，園内の数カ所に形成します。設置の

詳細や維持管理，運用については，専門家の意見を聴きながら今後検討していきます。 

ブッシュ内は，管理用の通路を除いて，平常時は立入禁止ゾーンとします。また，管理は基本

的に実施しませんが，草本が大きく生長しすぎてしまい防犯上支障がでるような場合には，最小

限の管理を行います。 

 

 

図 16 ブッシュ形成検討ゾーン 
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(2) 市民協働による維持管理 

よりよい常磐公園の緑を守り育てていくために，市民協働が不可欠となっています。公園にお

ける市民協働は，単にコストの低減になるだけではなく，公園を「自分たちがつくっている」と

いう意識の向上から公園に愛着を持って，大事に利用していただけることにつながります。 

現在，常磐公園の維持管理については，公園愛護協力会やボランティアによる清掃活動等で既

に御協力いただいておりますが，本植栽箇所の樹木や緑の維持管理についても積極的な市民協働

を進めていきます。 

 

【体制づくり】 

市民と行政が深いコミュニケーションを図り，市民の意見を取り入れながら公園利用者のニー

ズにあった維持管理を行うため，市民と行政が一体となって継続的に活動を行う体制をづくりを

すすめます。  

 

【活動内容】 

○緑に関する維持管理活動 

公園の下草刈りや落葉清掃は，快適な公園空間を創り出す重要な作業です。市民の手により，

快適な公園を創り出すことは公園管理に対する意識向上につながります。 

 

○樹木のパトロール 

危険木判定表を基に樹木個々の状態を記した樹木台帳や簡単な管理マニュアルを作成し，市民

の協力を得て定期的なパトロールを行うことで，樹木の状態を継続的に管理できます。 

 

○植樹活動 

市民の方々の手により，直接植樹をすることにより，樹木に対する愛着が湧き，特に子どもた

ちの樹木への関心を高めることで，長い年月に渡って，責任を持って管理することができます。 

 

○イベントの開催 

常磐公園の貴重なオープンスペースと歴史ある多彩な樹木を活かしたイベントを通して，市民

の興味や関心を高めることができ、今後の常磐公園に対する様々な活動へとつながっていきます。 

 

○モニタリング調査 

 平成25～26年に実施した自然環境調査の結果を踏まえ，継続的にモニタリング調査を行い，公

園内の環境を把握することにより，公園内の生態系に配慮した維持管理をすることができます。 

○常磐公園ガーデンボランティア 
常磐公園中央花壇で，花壇の花の 
手入れや除草を実施しています。 

○常磐公園ガーデンボランティア 

樹木の苗づくり～植樹～監視・管理等公 

園整備への参加を呼びかけていきます。 



 

 

 

○ワークショップ開催状況 

・第1回ワークショップ 

日 時 ： 平成26年9月9日（火）18:30～20:00 

出席者 ： 市民15名，専門家1名（オブザーバー），事務局6名  計22名 

内 容 ： 将来の常磐公園について望むこと／みどりの問題について／問題の解決方法 

 

・第2回ワークショップ 

日 時 ： 平成26年10月21日（火）18:30～20:15 

出席者 ： 市民12名，専門家2名（オブザーバー），事務局7名  計21名 

内 容 ： 現地を知って考えたこと／復元する空間はどのような空間にしたいか 

 

 現地視察 

日 時 ： 平成26年10月19日（日）13:30～15:00 

出席者 ： 市民12名，専門家2名（オブザーバー），事務局5名  計19名 

 

・第3回ワークショップ 

日 時 ： 平成26年12月2日（火）18:30～20:15 

出席者 ： 市民12名，専門家3名（オブザーバー），事務局7名  計22名 

内 容 ： 合成平面図（試案）について 

 

・第4回ワークショップ 

日 時 ： 平成27年1月27日（火）18:30～20:00 

出席者 ： 市民14名，専門家3名（オブザーバー），事務局7名，傍聴者5名  計29名 

内 容 ： 植栽計画（素案）について 

 

・第5回ワークショップ 

日 時 ： 平成27年3月6日（金）18:30～20:00 

出席者 ： 市民●名，専門家●名（オブザーバー），事務局●名，傍聴者●名  計●名 

内 容 ： 植栽計画（案）について／相対する意見について 

 


